平成30年度　都道府県がん診療連携拠点病院緩和ケアセンター
指導者研修　プログラム

【研修目的】
本研修は、がん対策基本法およびがん対策推進基本計画の理念に基づき、都道府県がん診療連携拠点病院の緩和ケアセンターの質の向上を通じて、がん患者とその家族が苦痛なく質の高い療養生活がすごせるような緩和ケアの提供体制を整備することを目的としています。
【研修目標】
都道府県がん診療連携拠点病院の緩和ケアセンターの機能を強化するため、院内全体の緩和ケアの質の向上や、地域連携体制の整備について、具体的な対策を検討する。
【開催日程】
[bookmark: _GoBack]　　平成30年9月29日（土）　1日間
【募集施設数】
　　8施設（16～32名）程度
【研修対象者】
1) 都道府県がん診療連携拠点病院の緩和ケアの質を向上するために、中心的役割を担う緩和ケアセンターのメンバーとする。
2) 尚、上記緩和ケアセンターのメンバーは、緩和ケアセンター長・ジェネラルマネージャーを含む2名以上、4名までとする。
【プログラム】
	時間
	
	セッション名
	セッション目標

	9:00-9:30
	30’
	I. Key Note Speech （講義）
	· 研修の目的・目標を理解する

	9:30-11:15
	105’
	II. 施設紹介（発表）
	· 各施設での緩和センターの取り組みについて情報共有し、自施設の取り組みへの示唆を得る

	11:15-11:30
	15’
	休憩
	

	11:30-12:30
	60‘
	III. 職種別分科会（グループディスカッション）
	· 各職種の活動上のバリアを共有し、その対応方法を検討できる

	12:30-13:30
	
	休憩（昼食）
	

	13:30-14:00
	30‘
	IV. 院内全体の緩和ケアの質の向上に
向けた取り組み（講義）
	· 具体的な取り組み例から示唆を得る

	14:00-14:30
	30‘
	V. 地域連携の強化に向けた取り組み
（講義）
	· 具体的な取り組み例から示唆を得る

	14:30-14:45
	15‘
	休憩
	

	14:45-16:25
	100‘
	VI. 緩和ケアセンターの明日への課題
（グループワーク）
	○今後の具体的な活動計画を立案する

	16:25-16:45
	30’
	VII. 修了式
	○参加者全体で今後の緩和ケアセンターのビジョンやミッションについて共有できる

	※プログラムは変更の可能性があります。



